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2023 年 9月吉日 

各 位 

日本リスク・データ・バンク株式会社 

 

 

株式会社松尾研究所から協力を得て、新たな自然言語 AIサービスを開発しました 

 

 

 ForeVision 株式会社（代表取締役社長: 大久保 豊、以下「FV」）のグループ会社である、日

本リスク・データ・バンク株式会社（代表取締役社長：長尾 誠、以下「RDB」）は、株式会社松

尾研究所（代表取締役 川上 登福、技術顧問 松尾 豊、以下「松尾研究所」）からの協力を得

て、地域金融機関様の法人融資業務の生産性向上に資する自然言語 AI サービスを開発致しまし

たのでお知らせ致します。 

 

記 

 

■本サービスについて 

 RDB は、地域金融機関様とお取引先企業様の事業成長を支えるため、近年発展が著しい AIを活

用した、抜本的な生産性向上を実現するデータ利活用サービスの早期実現に向けて取り組んでお

ります。その一貫で進めておりました自然言語 AIサービスの開発を、当分野において日本の最先

端を進んでおられる東京大学松尾豊研究室の成果活用型企業である松尾研究所様からご協力を頂

き完成することができました。本サービスの AI モデルは、金融機関様の法人融資業務においてご

利用し易いように構築されており、銀行内外のテキストデータの文脈を捉えてお取引先企業と関

連付け（紐付け）する他、文章・文脈の重要度や分類化を法人融資業務の観点から行うことが出

来るものです。今後、法人融資業務における様々な分野において飛躍的な生産性向上を実現する

ため本サービスを一層発展させ、地域金融機関様と共に地域経済発展に寄与して参ります。 

 松尾研究所様は、東京大学大学院工学系研究科松尾研究室とビジョンを共有し、大学・企業・

スタートアップによる産学共創のエコシステムを実現することを目指しておられます。専門分野

として最先端技術（ディープラーニング）に関する研究開発において数多くの成果を残しておら

れます。  

RDB 及び FV グループは、社会金融宮大工として≪AI Computing≫≪CLOUD Computing≫≪DATA 

LAKE Computing≫を活用し、地域金融機関様とそのお取引先企業様のご成長と業績発展に貢献出

来る様サービスの更なる高度化を目指しております。 

 松尾研究所と FV グループは、AI によるデータ利活用で地域経済発展を目指すというビジョン

が一致しております。今後の両社の取り組みに是非ご期待下さい。  

以 上 
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＜本件に関するお問い合わせ先＞  

日本リスク・データ・バンク株式会社 北本  

Tel：03-6226-6671  

E-mail：sdm@riskdatabank.co.jp    


